
事
。
計
画
で
は
調
整
中
と
な
っ

て
い
る
が
具
体
化
さ
れ
て
い

る
の
か
、
公
開
す
る
べ
き
」
と

質
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
市
は

「
ス
ポ
ー
ツ
の
森
な
ど
三
カ

所
を
一
時
滞
在
場
所
と
し
、
準

備
が
整
い
次
第
、
市
内
７８
カ
所

の
公
共
施
設
で
避
難
を
受
入

れ
る
計
画
」
と
ま
で
は
明
ら
か

に
し
た
も
の
の
「
訓
練
な
ど
は

実
施
で
き
て
い
な
い
」
と
の
答

弁
で
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
は
、
接
種
状
況
と
今
後

６５
歳
以
下
接
種
の
見
通
し
、
キ

ャ
ン
セ
ル
時
の
対
応
、
ワ
ク
チ

ン
の
有
効
性
と
副
反
応
な
ど

に
つ
い
て
も
具
体
的
に
聞
き

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福
井
の
原
発
群
で
苛
酷
事

故
が
起
こ
っ
た
場
合
、
３０
キ
ロ

圏
域
に
あ
る
長
浜
市
民
の
避

難
先
と
し
て
甲
賀
市
が
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
長
浜
市
内
の

高
月
町
と
木
ノ
本
町
の
一
部

(

約
１
万
４
千
人)

を
受
入
れ
る

計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
詳

細
は
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
「
ど
の
地
域
の
住
民
が

ど
の
地
域
に
避
難
す
る
の
か
、

い
わ
ゆ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
が
大

山
やま

岡光
おかみつ

広
ひろ
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ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
６５
歳
以

上
高
齢
者
に
つ
い
て
は
「
７
月

末
ま
で
に
２
回
接
種
が
完
了

す
る
見
通
し
」
、
集
団
接
種
だ

け
で
は
な
く
か
か
り
つ
け
医

に
よ
る
個
別
接
種
に
つ
い
て

は
「
６
月
１４
日
時
点
で
６
カ
所

の
医
療
機
関
」
が
協
力
、
さ
ら

に
外
出
困
難
な
人
な
ど
に
対

し
て
「
訪
問
接
種
」
も
検
討
し

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
集
団
接
種
で
予
約
の

キ
ャ
ン
セ
ル
が
生
じ
た
場
合

は
「
優
先
順
位
を
決
め
て
対
応

し
て
い
く
」
と
回
答
、
山
岡
議

員
は
「
子
ど
も
と
か
か
わ
る
児

童
ク
ラ
ブ
支
援
員
も
対
象
に
」

と
求
め
ま
し
た
。
有
効
性
に
つ

い
て
は
「
国
か
ら
示
さ
れ
る
情

報
に
注
視
し
て
迅
速
か
つ
的

確
に
対
応
す
る
」
と
、
副
反
応

に
つ
い
て
は
「
生
じ
て
い
な

い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。 

 
ラ
ン
ド
セ
ル
と
ラ
ン
リ
ュ

ッ
ク
に
つ
い
て
は
「
ラ
ン
リ
ュ

ッ
ク
推
奨
は
８
校
、
他
１３
校
は

背
負
え
る
タ
イ
プ
の
カ
バ
ン

だ
が
、
そ
の
９
割
以
上
が
ラ
ン

ド
セ
ル
」
、「
保
護
者
の
負
担
軽

減
や
校
外
学
習
で
も
活
用
で

き
る
ラ
ン
リ
ュ
ッ
ク
導
入
に

つ
い
て
検
討
を
働
き
か
け
て

い
る
」
と
の
答
弁
で
し
た
。 

 

６
月
定
例
議
会
は
６
月
４
日
か
ら
２９
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の
山
岡
光
広
議
員
は
１５
日
の
一
般
質
問
で
、
①
原
発
避

難
マ
ッ
チ
ン
グ
計
画
、
②
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
安
定
的
供
給
と
接
種
体
制
の
拡
充
、
③
７５
歳
以
上
高
齢
者
の
「
人
間
ド
ッ
ク
」
へ

の
助
成
を
、
④
ラ
ン
ド
セ
ル
と
ラ
ン
リ
ュ
ッ
ク
、
⑤
小
児
科
医
療
の
充
実
へ
医
師
確
保
策
に
つ
い
て
、
切
実
な
要
求
実
現
を
迫
り
ま
し

た
。
今
議
会
に
は
山
岡
議
員
が
提
案
し
て
い
た
「
公
文
書
管
理
」
と
「
手
話
言
語
」
に
関
す
る
条
例
が
提
案
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 国民健康保険加入者が「人間ドッ

ク」を受けた場合、上限２万円(脳ドッ

クの場合は３万円)を助成する制度が

ありますが、７５歳の誕生日を過ぎる

と後期高齢者医療保険に移行するた

め、助成対象から除外されます。 
 山岡光広議員は、「後期高齢者医療

制度ができる以前は７５歳以上の高

齢者も助成の対象であった。ぜひ復活

を。広域連合で実施できないのなら市

独自で実施を」と提案しました。 
 市長は「高齢者は若年者に比べて医

療にかかる機会も多くより疾病を早

期発見できる環境にある」として助成

は考えていないと答えました。 
 これに山岡議員は「人生１００年と

いわれる時代。高血圧や糖尿病など生

活習慣病の治療を受けていても体全

体をチェックする人間ドックは大事

な予防策、以前の実績を参考にしても

２~３百万円の予算で可能。ぜひ実現

を」と再度検討するよう求めました。 
 

コロナ感染拡大防止のためアクリル

板が設置された演台で質問に立つ山岡

光広議員(15 日) 

 安倍政権(当時)のもとで公文書等の改竄・

隠蔽が相次いていることをふまえ、「公文書等

は市民共有の財産(知的資源)」という立場か

ら甲賀市でも公文書等の管理に関する条例を

制定すべき、と山岡光広議員が昨年３月議会

一般質問で求めていたものです。 

  条例には「市民共有の知的資源」と位 

置づけ、「市民が主体的に利用し得 

る」と知る権利も位置づけら 

れています。 

 「手話は言語である」と明記した「手話言語及び情報・コミュニケーシ

ョン促進条例」が可決されました。施行は１０月から。 

 山岡光広議員が２０１９年１２月議会で早期の条例制定を求めていた

もので、県内では５番目。同様主旨の条例は全国４０６の自治体で制定さ

れています。制定後、意識啓発や「手話は言語である」という認識の共有、

社会的障壁となっている点のハード面・ソフト面での市の施策が求められ

ます。専任手話通訳者は正規職員で、「電子リレーサービス」の支援策も。 


